2008年1月18日

革新プログラムチーム１～５合同運営委員会

　　　（チーム1としては第2回研究運営委員会）

　　　日時：平成２０年１月１８日（金）

　　　　　　１７：００～　研究成果報告会終了次第　

　　　場所：国立オリンピック記念青少年総合センター　

　　　　　　（東京都渋谷区代々木神園町３－１）

　　　　　　国際交流棟国際会議室

　　　　　（会場は研究報告会と同じです）

＜議事次第＞

1． 成果についての追加質疑（場合によっては省略）

特になし。

2． 共生プロのデータの利用について

気象研究所20kmモデルの結果などをどう入手するのか。

小池先生の方で面倒をみてもらえる？今のところそのような動きはない。

GEOSS: DIAS (Data Integrated and Analysis System); PB級のデータストーレージ。

CMIP3のデータは置いてある。

20kmモデルの結果はある分については置く予定。ただ、かなり消した。

MIROCのデータも置く予定。

DIASは倉庫ではなく、そこで解析をして結果を持ち帰るのが思想。

生産研の小池先生がコンタクトポイント。JAMSTECの人については、後で時岡さんから連絡。

3． S5（環境省推進費）へのデータの提供について

Ｓ５からできるだけ早く革新からでてくるデータを提供してほしいという希望がある。

提供元のクレジットをどうするのか？常識的な方式をとる。

影響評価の研究者で横につながる会合をもってほしい。（西岡プログラム統括）

革新の統括、環境省の統括、文部科学省の担当者で、具体的アクションを話し合って、結果を連絡いただく。

データを提供する具体的にどうする？ES上で渡すのか？

これについては検討する。

４．その他（ES計算機、IPCC AR5シナリオほか）

ESの割り当て時間管理はチームごと。チーム内では融通がきく。

今年度割り当て時間の消化が進んでいない。できるだけ計画的に消化するように。

９月までは現状のES利用形態を維持。

実行速度２倍は実現しそう。

IPCC 第５次報告書への貢献を念頭に進めるとみなさん考えている。

CLIVERは革新プロと同じ形態をとる。近未来と100年予測、および極端現象の３本立てで行うことを決めた。革新の研究デザインが標準になったよう。

これ以後はAR5についての、議論が行われた。

